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「パレス」と呼ばれ、学生会館として利用されている「旧久邇宮邸 小食堂・御常御殿」

今年が築後100年にあたる「日本館車寄」

現在も大学の正門として利用されている「正門」



だいがくのたから

旧
久く

邇に
の

宮み
や

邸
（
聖
心
女
子
大
学
）

　

渋
谷
区
広
尾
の
聖
心
女
子
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
建
つ
旧
久
邇
宮
邸
は
、
大
正
期
に
建
築
さ
れ
た
香
淳

皇
后
（
昭
和
天
皇
の
皇
后
）
の
父
君
、
久
邇
宮
家
二
代
邦
彦
王
の
邸
宅
で
あ
っ
た
。
和
風
を
基
調
と
し
た

宮
家
の
本
邸
と
し
て
は
唯
一
の
現
存
例
で
あ
り
、
皇
室
建
築
の
系
譜
を
考
え
る
上
で
「
意
匠
的
に
優
秀
な

も
の
」「
学
術
的
価
値
の
高
い
も
の
」
と
し
て
、
２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
た
。
火
災
に
よ
り
主
要
部
分
を
焼
失
し
た
が
、
１
９
１
８
（
大
正
７
）
年
竣
工
の
「
小
食
堂
」「
日
本

館
車
寄
」「
正
門
」、
１
９
２
４
（
大
正
13
）
年
に
奥
向
き
の
空
間
と
し
て
建
て
ら
れ
た
「
御
常
御
殿
」
が

現
存
し
て
い
る
。

　

建
物
内
は
寺
社
建
築
の
細
部
を
取
り
入
れ
、
上
質
な
座
敷
飾
り
、
透
か
し
彫
り
欄
間
な
ど
を
備
え
、
寄

木
細
工
の
化
粧
床
が
美
し
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
銘
木
と
高
度
な
土
木
技
術
を
駆
使
し
、
壮
麗
、
か
つ
気
品
を

備
え
た
空
間
が
創
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
当
時
の
俊
英
画
家
が
描
い
た
天
井
画
、
杉
戸
絵
、
襖
絵
が
彩

を
そ
え
る
。「
御
常
御
殿
」
の
設
計
は
台
湾
総
督
府
庁
舎
な
ど
を
手
が
け
た
森
山
松
之
助
で
、
和
洋
の
意

匠
に
加
え
台
湾
風
様
式
が
巧
み
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

　

大
学
創
立
時
か
ら
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
あ
っ
た
こ
の
旧
久
邇
宮
邸
は
、
70
周
年
を
迎
え
た
聖
心
女
子
大
学

の
歩
み
と
と
も
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
生
か
さ
れ
て
き
た
。
開
学
初
期
に
は
、「
日
本
館
車
寄
」
は
初
代
学
長

マ
ザ
ー･

ブ
リ
ッ
ト
の
執
務
室
、
お
よ
び
事
務
室
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
が
、
１
９
９
８
（
平
成
10
）

年
に
一
部
を
応
接
室
と
展
示
室
に
改
修
し
た
。「
小
食
堂
」
と
「
御
常
御
殿
」
は
、
当
初
大
学
一
号
館
付
近

に
建
て
ら
れ
た
も
の
を
現
在
地
に
曳
家
し
、「
パ
レ
ス
」
と
呼
ん
で
教
職
員
室
、
教
室
、
礼
拝
堂
と
し
て

利
用
し
て
き
た
。
１
９
８
５
（
昭
和
60
）
年
に
改
修
を
行
い
、
現
況
の
保
有･

維
持
が
図
ら
れ
、
２
０
１
５

（
平
成
27
）
年
に
耐
震
補
強
を
含
め
た
補
修
工
事
を
行
っ
た
。
現
在
は
学
生
会
館
と
し
て
、
日
本
の
伝
統

文
化
を
学
ぶ
課
外
活
動
や
授
業
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

聖
堂
に
続
く
木
陰
の
道
を
歩
く
と
、「
パ
レ
ス
」
か
ら
琴
の
音
色
や
学
生
の
さ
さ
め
き
が
聴
こ
え
て
く

る
。
都
会
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
い
る
こ
と
を
忘
れ
、
旧
久
邇
宮
邸
に
新
た
な
歴
史
が
刻
ま
れ
続
け
て
い
る
こ

と
を
感
じ
る
瞬
間
で
あ
る
。

聖心女子大学
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学
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大
学
心
理
福
祉
学
部

「
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き
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人
」に
な
る
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め
に
学
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─
現
代
人
の
心
理・
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会
的
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と
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96
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史
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史
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教
育
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０
０
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友
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ボ
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テ
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ア
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「3年次演習（日本近世文学）Ⅰ」の授業
� （東京女子大学）











　

東
京
女
子
大
学
は
１
９
１
８
年
４
月
30
日
の
創
立
以
来
、
一

貫
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
を
基
盤
と
し
た
リ
ベ
ラ
ル・

ア
ー
ツ
教

育
を
重
視
す
る
女
子
高
等
教
育
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

創
立
１
０
０
周
年
の
本
年
、
新
学
科
を
開
設
し
、
１
学
部
５

学
科
体
制
が
ス
タ
ー
ト
。
国
際
性
、
女
性
の
視
点
、
実
践
的
な

学
び
を
重
視
し
た
教
育
を
展
開
。
専
門
教
育
と
教
養
教
育
と
の

結
び
付
き
を
図
り
、
自
ら
課
題
を
発
見
し
、
知
力・

能
力
を
行

動
に
移
す
「
専
門
性
を
も
つ
教
養
人
」
を
育
成
し
ま
す
。

　

次
の
１
０
０
年
も
、
本
学
の
標
語
「
す
べ
て
真
実
な
こ
と
」

を
心
に
留
め
、
歩
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

創
立
１
０
０
周
年
、

そ
し
て
次
の
１
０
０
年

茂
里 

一
紘
●
東
京
女
子
大
学
学
長
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１　
大
学
の
沿
革

　

松
山
東
雲
女
子
大
学
は
１
９
９
２
年
に
開
設
さ
れ
、
今
年

で
27
年
目
を
迎
え
る
。
人
口
約
51
万
人
の
愛
媛
県
松
山
市
の

中
心
市
街
地
か
ら
３
キ
ロ
ほ
ど
東
に
位
置
し
、
人
文
科
学
部

心
理
子
ど
も
学
科
に
子
ど
も
専
攻
と
心
理
福
祉
専
攻
の
二
専

攻
を
持
つ
小
規
模
な
女
子
大
学
で
あ
る
。

　

本
学
の
母
体
で
あ
る
松
山
東
雲
学
園
は
、
１
３
２
年
前
に

た
っ
た
一
人
の
少
女
の
「
学
び
た
い
」
と
い
う
願
い
に
応
え

て
、
二
宮
邦
次
郎
牧
師
が
設
立
し
た
四
国
最
初
の
女
学
校
か

ら
始
ま
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
基
づ
く
女
子
校
と
し
て
、

明
る
い
夜
明
け
へ
の
希
望
を
「
し
の
の
め
」
の
校
名
に
込
め
、

時
代
の
さ
き
が
け
と
な
る
優
れ
た
女
性
の
育
成
を
目
指
し
て

き
た
。
夏
目
漱
石
の
小
説
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
に
登
場
す
る
マ

ド
ン
ナ
は
東
雲
の
女
学
生
、
遠
田
ス
テ
が
モ
デ
ル
で
あ
っ
た

と
い
う
。
幼
稚
園
、
中
学・

高
等
学
校
、
短
期
大
学
と
大
学

を
併
せ
持
つ
女
子
の
総
合
学
園
と
し
て
、
今
日
ま
で
地
域
に

知
ら
れ
、
安
定
し
た
評
価
を
得
て
い
る
。

２　
女
性
活
躍
と
女
子
大
学

　
「
女
子
だ
け
で
学
生
は
集
ま
る
の
？
」「
多
様
性
の
時
代
に

女
子
だ
け
で
よ
い
の
？
」
と
い
っ
た
問
い
に
ど
う
答
え
る
の

か
。
共
学
化
の
道
を
選
ば
ず
、
今
は
四
国
で
唯
一
の
女
子
大

学
と
な
っ
た
本
学
は
、
常
に
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

を
問
い
続
け
て
い
る
。
地
方
の
女
子
大
学
は
、
大
き
な
市
場

で
知
名
度
を
生
か
し
て
個
性
化
と
特
色
化
を
進
め
る
都
会
型

の
女
子
大
学
と
は
か
な
り
異
な
る
環
境
の
中
に
あ
る
。

　

愛
媛
は
温
暖
な
気
候
風
土
に
育
ま
れ
た
温
厚
で
保
守
的
な

県
民
性
を
持
ち
、
女
性
は
控
え
め
で
男
性
の
陰
に
隠
れ
が
ち

で
あ
る
が
、
も
っ
と
実
力
を
磨
き
、
可
能
性
に
挑
戦
し
、
社

塩
崎 

千
枝
子
●
松
山
東
雲
女
子
大
学・

松
山
東
雲
短
期
大
学
学
長

守
る
た
め
に
変
わ
る
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会
で
活
躍
す
る
力
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ
。
卒
業

後
も
大
半
が
地
元
に
就
職
し
、
生
活
し
て
い
く
地
域
人
材
の

育
成
と
確
保
へ
の
責
任
を
果
た
し
、
人
々
と
社
会
を
支
え
る

知
性
と
人
間
性
を
備
え
た
女
性
を
育
成
す
る
た
め
に
、
本
学

の
務
め
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　

女
性
活
躍
の
時
代
の
到
来
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
歩
み
は

遅
く
、
ワ
ー
ク・
ラ
イ
フ・

バ
ラ
ン
ス
の
実
現
は
ま
だ
遠
い
。

少
子
化
の
進
行
が
止
ま
ら
な
い
の
も
、
こ
の
社
会
が
実
は
若

い
世
代
に
と
っ
て
生
き
に
く
く
、
幸
せ
や
希
望
を
感
じ
に
く

い
社
会
に
な
っ
て
い
る
こ
と
の
証
し
で
あ
り
、
女
性
の
活
躍

推
進
と
日
本
社
会
の
持
続
可
能
な
発
展
を
支
え
る
学
び
の
構

築
と
提
供
は
女
子
大
学
の
大
切
な
使
命
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
か
ら
の
し
の
の
め
の
教
育
を
構
想
す
る
作
業
は
、
キ

リ
ス
ト
教
の
精
神
の
「
信
仰
、
希
望
、
愛
」
を
基
に
し
た
学

園
の
建
学
の
精
神
の
確
認
に
始
ま
り
、
知
性
と
人
間
性
を
育

む
本
学
の
教
育
理
念
を
「
新
し
き
世
の
鑑
と
な
る
女
性
」
の

育
成
と
し
て
掲
げ
、
そ
の
教
育
目
的
と
し
て
「
一
人
ひ
と
り

を
伸
ば
す
自
立
へ
の
教
育
」、「
豊
か
な
知
性
と
心
を
磨
く
専

門
の
学
芸
の
教
授
」、「
人
と
社
会
と
共
に
活
躍
で
き
る
女
性

の
育
成
」
の
３
項
目
を
置
い
た
。
そ
の
下
で
、
現
在
デ
ィ
プ

ロ
マ
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
３
ポ
リ
シ
ー

に
基
づ
く
教
育
課
程
お
よ
び
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
抜
本
的
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

３　
し
の
の
め
の
教
育
力

⑴
　
し
の
の
め
の
人
間
教
育

　

教
育
の
質
保
証
を
目
指
し
て
、
本
学
も
教
学
改
革
の
さ
な

か
に
あ
る
。
学
修
成
果
の
評
価
、
新
た
な
学
び
と
教
授
法
の

確
立
、教
授
力
向
上
と
教
員
評
価
な
ど
、教
学
面
の
諸
改
革
と

併
せ
、
各
専
門
教
育
課
程
の
見
直
し
と
、
人
間
性
を
培
う
特

色
あ
る
学
び
を
再
編
し
充
実
強
化
さ
せ
た
「
全
学
共
通
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
」
の
検
討
を
短
大
と
共
同
で
進
め
て
い
る
。

　

こ
の
共
通
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
本
学
が
力
を
入
れ
て
き
た

人
間
教
育
の
明
確
化
と
可
視
化
を
図
り
、「
知
の
礎
」「
ラ
イ

フ
デ
ザ
イ
ン
」「
地
域
と
共
に
生
き
る
力
」「
伝
え
あ
う
力
」

の
４
分
野
に
、
教
養
系
、
地
域
理
解
や
地
域
連
携
、
女
性
学

や
キ
ャ
リ
ア
教
育
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
育
成
関
連
科

目
な
ど
を
正
規
ま
た
は
単
位
化
し
な
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て

置
き
、
一
部
は
社
会
人
に
も
開
放
を
予
定
し
て
い
る
。

⑵
　
保
育
と
し
の
の
め
ブ
ラ
ン
ド

　

本
学
の
教
育
機
能
を
社
会
に
有
効
に
つ
な
ぐ
子
ど
も・

子
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育
て
の
知
の
拠
点
と
し
て
の
キ
ャ
ン
パ
ス
づ
く
り
も
進
め
て

い
る
。
東
雲
の
保
育
者
養
成
は
半
世
紀
前
に
短
大
で
始
ま
り
、

遊
び
を
中
心
と
し
た
東
雲
保
育
の
特
長
あ
る
教
育
実
践
は
全

国
的
な
注
目
と
評
価
を
得
て
お
り
、
附
属
幼
稚
園
に
対
す
る

保
護
者
の
評
判
も
高
い
。
今
秋
に
は
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
企
業

主
導
型
の
保
育
園
を
開
設
す
る
が
、
同
園
は
、
こ
れ
ま
で
の

幼
児
教
育
の
実
績
を
生
か
し
た
幼
保
一
元
的
な
保
育
の
実
践

を
目
指
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
小
学
校
を
除
き
、
人
間

の
発
達
に
応
じ
た
学
び
と
育
ち
を
０
歳
か
ら
切
れ
目
な
く
支

え
る
し
の
の
め
教
育
の
実
践
体
制
が
、
本
学
園
に
ほ
ぼ
整
う

こ
と
に
な
る
。

　

短
期
大
学
と
共
同
で
、
実
習
指
導
用
テ
キ
ス
ト
の
執
筆
や

実
習
専
任
講
師
の
配
置
な
ど
、
専
門
教
育
の
質
向
上
に
も
多

面
的
に
取
り
組
み
、
ま
た
、「
し
の
の
め
子
ど
も
育
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、
地
域
の
子
ど
も・

子
育
て
に
係
る
総

合
的
な
知
と
活
動
の
拠
点
と
し
て
教
育
、
研
究
、
実
践
機
能

の
充
実
強
化
と
地
域
連
携
の
体
系
化
を
構
想
中
で
あ
る
。
秋

に
は
、
そ
の
中
核
と
な
る
「
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
創
設
し
、

教
育
研
究
の
発
信
拠
点
と
し
て
、
若
手
研
究
者
の
育
成
と
、

時
代
と
地
域
の
要
請
に
応
え
る
開
か
れ
た
教
育・

実
践
活
動

の
展
開
を
図
る
。

⑶
　
女
性
の
活
躍
を
支
え
る
教
育
実
践

　

本
学
の
特
色
と
し
て
、
女
性
の
潜
在
力
を
伸
ば
す
キ
ャ
リ

ア
形
成
へ
の
丁
寧
で
き
め
細
か
い
教
育
支
援
も
挙
げ
て
お
き

た
い
。
本
学
の
教
育
理
念
は
徐
々
に
全
学
的
に
共
有
さ
れ
、

教
職
員
が
力
を
合
わ
せ
て
学
生
と
一
緒
に
汗
を
流
し
、
サ
ポ
ー

テ
ィ
ブ
で
対
話
と
交
流
に
満
ち
た
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
育

ち
つ
つ
あ
り
、
小
規
模
な
女
子
校
な
ら
で
は
の
強
み
と
な
っ

て
い
る
。
女
性
活
躍
の
た
め
の
理
論
と
実
践
の
学
び
の
充
実

と
体
系
化
に
重
点
的
に
取
り
組
む
か
た
わ
ら
、
キ
ャ
ン
パ
ス

ラ
イ
フ
を
通
じ
て
学
生
に
多
く
の
出
番
と
活
躍
の
場
を
提
供

し
、
社
会
と
関
わ
る
体
験
を
充
実
さ
せ
、
学
生
の
キ
ャ
リ
ア

形
成
を
図
っ
て
い
る
。
自
主
企
画
の
教
育
活
動
や
ピ
ア
サ
ポ
ー

ト
、
ま
た
学
生
会
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
通
じ

て
、
多
様
化
す
る
学
生
一
人
一
人
に
丁
寧
に
寄
り
添
い
つ
つ

向
学
心
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
に
働
き
か
け
、
自
主
性
と
主
体

性
を
伸
ば
し
て
き
た
。

　

２
０
１
７
年
に
は
卒
業
生
向
け
に
「
し
の
の
め
人
財
バ
ン

ク
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
登
録
者
に
は
大
学
情
報
を
は
じ
め
、

学
び
や
就
職
に
関
す
る
各
種
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
な
お
役
立
ち

情
報
を
提
供
す
る
な
ど
、
地
域
の
女
性
の
生
涯
に
わ
た
る
学

び
と
活
躍
を
応
援
す
る
大
学
と
し
て
機
能
を
充
実
さ
せ
て
い
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き
た
い
。４　

守
る
た
め
に
変
わ
る

　

大
学
は
学
生
獲
得
を
巡
る
大
競
争
時
代
を
迎
え
て
い
る
。

政
府
は
大
学
間
の
統
合
や
撤
退
に
向
け
て
い
よ
い
よ
本
格
的

に
舵
を
切
っ
た
。
地
方
の
小
規
模
校
は
い
ず
こ
も
さ
ま
ざ
ま

な
制
約
を
抱
え
つ
つ
、
生
き
残
り
を
か
け
て
懸
命
な
努
力
を

続
け
て
い
る
が
、
本
学
の
よ
う
な
地
方
の
小
さ
な
女
子
大
学

が
、
こ
れ
か
ら
も
選
ば
れ
る
大
学
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
ど

う
し
た
ら
よ
い
の
か
、
先
の
見
通
し
は
な
か
な
か
立
た
な
い
。

　

人
口
減
少
の
影
響
は
地
方
に
一
層
厳
し
く
、
し
か
も
女
子

に
限
れ
ば
、
18
歳
人
口
の
推
移
（
２
０
１
６
～
２
０
２
６
年
）

は
、
四
国
の
減
少
率
（
14・

４
％
）
が
全
国
（
９・

６
％
）
よ

り
高
く
、
中
で
も
愛
媛
県
の
女
子
の
減
少
数
が
最
も
多
い
。

女
子
学
生
の
確
保
は
今
後
と
り
わ
け
厳
し
い
状
況
を
迎
え
る

こ
と
に
な
る
。
学
生
募
集
活
動
に
は
こ
れ
ま
で
も
全
力
、
フ

ル
回
転
で
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
思
う
よ
う
な
結
果
は
な
か

な
か
出
て
い
な
い
。
理
事
会
主
導
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
と

改
革
へ
の
組
織
的
な
取
り
組
み
を
本
格
化
さ
せ
、
攻
め
の
戦

略
に
転
じ
つ
つ
あ
る
が
、
生
き
残
り
を
か
け
て
胸
突
き
八
丁

の
苦
し
い
坂
を
登
る
の
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。
経
営
基

盤
強
化
の
課
題
に
正
面
か
ら
取
り
組
み
、
守
る
た
め
に
こ
そ

変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
を
迎
え
て
い
る
。

　

本
学
に
は
母
娘
二
代
、
三
代
の
縁
で
つ
な
が
る
学
生
も
多

く
、
入
学
し
て
良
か
っ
た
と
い
う
声
も
よ
く
聞
く
。
小
さ
く

て
も
温
か
く
魅
力
に
あ
ふ
れ
、
女
性
の
力
を
伸
ば
す
良
い
大

学
だ
と
自
負
し
て
は
い
る
が
、
そ
れ
を
世
間
に
分
か
っ
て
も

ら
う
努
力
は
ま
だ
足
り
な
い
。
も
っ
と
発
信
力
を
高
め
、
地

域
と
つ
な
が
る
努
力
、
社
会
が
求
め
る
教
育
研
究
活
動
を
強

化
し
、
力
強
く
学
生
の
力
を
伸
ば
し
、
実
証
的
に
社
会
に
伝

え
る
努
力
な
ど
、
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
ま
だ
多
い
。
困
難

な
時
に
こ
そ
、
個
人
頼
み
に
せ
ず
皆
で
力
を
合
わ
せ
て
努
力

す
る
の
が
人
間
集
団
の
知
恵
だ
と
思
う
が
、
本
学
に
も
今
、

教
職
員
が
心
を
一
つ
に
し
て
坂
道
を
登
る
覚
悟
が
問
わ
れ
て

い
る
。
来
春
に
は
学
舎
の
全
面
的
な
新
築・

改
修
工
事
が
終

わ
り
、
美
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
に
生
ま
れ
変
わ
る
。
小
規
模
で

あ
る
こ
と
を
強
み
に
変
え
、
選
ば
れ
る
大
学
、
来
て
良
か
っ

た
と
い
わ
れ
る
良
質
な
大
学
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、
し
の

の
め
の
伝
統
の
灯
を
灯
し
続
け
る
た
め
に
、
守
る
た
め
に
こ

そ
変
わ
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
今
、「
チ
ー
ム
し
の
の
め
」
の

底
力
が
試
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
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